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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はGTPase活性化タンパク質であり、ゴルジ体と会合し、ADPリボシル化因子1と相互作用する。コードされるタンパク質は、ADPリボシル化因子1に結合したGTPの加水分解を促進し、ゴルジ体由来の膜および小胞からのコートタンパク質の解離に必要である。コートタンパク質の解離は、これらの小胞が標的コンパートメントと融合するために必要である。このタンパク質の活性はホスホイノシドによって刺激され、ホスファチジルコリンによって阻害される。選択的スプライシングによって、複数の転写産物バリアントが生じる。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	MOLT4（1）、C2C12（2）、HepG2（3）、MCF-7（4）、およびLncap（5）細胞溶解物に対するARFGAP1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	ARFGAP1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。

